
東
庁
舎
建
て
替
え
・
湖
南

市
複
合
庁
舎
整
備
基
本
設

計
に
関
す
る
請
願
書

◆
総
務
常
任
委
員
会
審
査

請
願
紹
介
議
員
説
明

庁
舎
基
本
計
画
が
多
く

の
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
庁
舎
建

替
え
に
反
対
意
見
と
し
て

「
機
能
の
一
極
集
中
は
災

害
に
弱
く
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
」
「
資
材
高
騰

に
よ
る
借
金
の
増
大
」
市

民
の
思
い
と
今
後
の
市
財

政
に
影
響
の
出
な
い
熟
慮

検
討
を
、
ま
た
議
会
が
市

民
懇
談
会
や
東
庁
舎
補
強

案
の
調
査
検
討
、
市
民
へ

の
わ
か
り
や
す
い
説
明
、

本
計
画
に
基
づ
く
市
財
政

や
他
政
策
へ
の
影
響
な
ど

の
説
明
を
求
め
る
請
願
で

す
。

反
対
討
論

庁
舎
整
備
特
別
委
員
会

以
外
で
も
議
員
全
員
の
意

見
交
換
会
を
行
な
い
、
基

本
的
方
向
性
、
市
民
へ
の

説
明
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
ば
か
り
で
現
在
も

委
員
会
で
進
め
て
い
ま
す
。

賛
成
討
論

請
願
項
目
に
お
い
て
議

会
が
庁
舎
耐
震
補
強
に
よ

る
他
の
自
治
体
の
実
例
調

査
及
び
研
究
、
今
後
の
財

政
に
も
影
響
す
る
西
庁
舎

の
方
針
と
関
連
予
算
の
公

表
、
建
築
総
コ
ス
ト
が
市

財
政
や
市
の
他
政
策
へ
の

影
響
な
ど
の
説
明
に
つ
い

て
、
一
般
市
民
の
皆
様
へ

説
明
が
不
足
の
た
め
請
願

を
受
理
す
べ
き
で
す
。

本
会
議
に
お
い
て
賛
成

少
数
で
不
採
択

際
、
家
計
消
費
は
増
税
前

の
水
準
を
上
回
っ
た
こ
と

は
な
く
、
消
費
税
増
税
が

家
計
消
費
と
経
済
に
与
え

る
影
響
は
極
め
て
深
刻
で

す
。
安
倍
首
相
は
今
年
10

月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
を
表
明
。
理
由
の

一
つ
に
全
世
代
型
社
会
保

障
の
実
現
に
向
け
た
財
源

確
保
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
社
会
保

障
の
充
実
を
目
的
に
消
費

税
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
き

た
。
充
実
ど
こ
ろ
か
年
金

は
下
が
る
、
医
療
や
介
護

の
負
担
は
増
え
る
、
生
活

保
護
ま
で
も
引
き
下
げ
ら

れ
る
な
ど
、
社
会
保
障
が

良
く
な
っ
た
と
言
え
な
い

の
が
実
態
で
す
。
社
会
保

障
な
ど
の
財
源
は
消
費
税

に
頼
ら
ず
経
済
の
立
て
直

し
と
、
大
企
業
や
資
産
家

に
応
分
の
負
担
を
求
め
る

税
制
へ
と
抜
本
的
な
見
直

し
を
進
め
、
高
額
所
得
者

の
適
切
な
税
負
担
で
確
保

す
べ
き
だ
と
す
る
意
見
書

で
す
。 

賛
成
少
数
で
否
決

２
０
２
４
年
滋
賀
国
体
で

未
来
に
負
担
を
残
さ
な
い

為
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書２

０
２
４
年
に
滋
賀
で

開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
大

会
の
施
設
整
備
に
５
０
０

億
を
超
え
る
巨
額
の
税
金

を
つ
ぎ
込
も
う
と
し
て
い

ま
す
。
国
体
の
開
催
期
間

は
わ
ず
か
11

日
間
で
す
。

全
国
知
事
会
で
は
国
体

の
予
算
は
出
来
る
限
り
抑

え
簡
素
な
国
体
に
す
る
事

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30

年
度
の
福
井
国

体
は
１
２
５
億
円
、
２
年

前
の
岩
手
国
体
は
25

億
円

で
し
た
。
平
成
31

年
度
の

茨
城
国
体
も
既
存
施
設
の

改
修
で
新
規
の
施
設
は
な

い
と
い
う
基
本
方
針
で
す
。

県
は
、
国
体
に
巨
額
の

税
金
を
つ
ぎ
込
み
な
が
ら
、

財
源
不
足
を
理
由
に
、
暮

ら
し
、
福
祉
、
農
業
な
ど

５
８
２
項
目
の
予
算
を
削

減
し
、
補
助
金
等
を
バ
ッ

サ
リ
廃
止
す
る
事
を
決
め

て
い
ま
す
。

既
存
施
設
を
改
修
し
、

無
駄
を
省
け
ば
財
源
を
捻

出
で
き
ま
す
。
国
体
に
膨

大
な
予
算
を
組
み
、
財
政

が
苦
し
い
の
で
は
、
県
民

は
納
得
出
来
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

国
体
予
算
を
見
直
し
て

全
国
知
事
会
で
決
め
ら
れ

た
簡
素
な
国
体
に
さ
れ
る

事
を
要
望
す
る
意
見
書
で

す
。 

賛
成
少
数
で
否
決

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書

本
年
１
月
に
、
千
葉
県

野
田
市
で
、
両
親
か
ら
虐

待
を
受
け
た
女
児
が
死
亡

す
る
事
件
が
発
生
し
た
。

二
度
と
痛
ま
し
い
事
件
が

繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、

下
記
の
事
項
に
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１
．
児
童
相
談
所
と
市
町

村
の
役
割
分
担
を
さ
ら
に

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

情
報
共
有
や
協
働
を
強
化

し
て
、
子
ど
も
の
問
題
を

児
童
相
談
所
に
一
極
集
中

さ
せ
て
い
る
現
状
を
改
め

る
こ
と
。

２
．
児
童
相
談
所
間
及
び

児
童
相
談
所
と
市
町
村
と

の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、

転
出
が
あ
っ
て
も
、
危
機

感
や
支
援
状
況
が
、
確
実

か
つ
迅
速
に
引
き
継
げ
る

よ
う
、
全
国
共
通
ル
ー
ル

を
定
め
る
こ
と
。

３
．
児
童
相
談
所
全
国
共

通
ダ
イ
ヤ
ル
「
１イ

チ

ハ

ヤ

ク

８
９
」
の

相
談
内
容
が
、
確
実
に
繋

が
る
よ
う
、
早
急
に
改
善

す
る
こ
と
。

４
．
児
童
虐
待
防
止
の
た

め
の
、
情
報
共
有
が
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

５
．
深
刻
な
事
案
に
つ
い

て
は
、
加
害
者
側
へ
の
更

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な

ど
、
一
体
的
な
対
応
に
取

り
組
む
こ
と
。

６
．
児
童
相
談
所
に
、
虐

待
事
案
に
適
切
に
対
処
で

き
る
人
材
の
増
員
、
並
び

に
育
成
体
制
を
早
急
に
構

築
す
る
こ
と
。

全
員
賛
成
で
可
決

消
費
税
の
10

％
へ
の
引
き

上
げ
の
中
止
を
求
め
る
意

見
書消

費
税
は
１
９
８
９
年

に
安
定
財
源
の
確
保
や
社

会
保
障
対
策
を
理
由
に
導

入
が
強
行
さ
れ
た
が
、
増

税
の
た
び
に
消
費
の
落
ち

込
み
や
景
気
の
悪
化
を
招

い
て
き
た
。
前
回
の
２
０

１
４
年
に
消
費
税
率
が

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
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書


